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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 25日 (2005.4.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 突 起 を 有 す る 電 極 と 、 前 記 電 極 と 電 位 差 を 有 し て 前 記 電 極 の 放 電 を 補 助 す る 放 電
補 助 部 材 と 、 を 有 す る 帯 電 装 置 に お い て 、
　 前 記 突 起 の 間 に 絶 縁 部 材 を 有 し 、 前 記 絶 縁 部 材 よ り も 前 記 突 起 の 先 端 が 引 っ 込 ん で い る
こ と を 特 徴 と す る 帯 電 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 極 の 複 数 の 突 起 の 先 端 の 相 互 間 距 離 を 単 位 ｍ ｍ で 表 し た と き の 値 を Ｐ 、 前 記 電 極
の 突 起 の 先 端 と 前 記 放 電 補 助 部 材 と の 離 間 距 離 を 単 位 ｍ ｍ で 表 し た 値 を Ｄ 、 前 記 電 極 と 前
記 放 電 補 助 部 材 と の 間 の 電 位 差 を 単 位 ｋ Ｖ で 表 し た と き の 値 を Ｖ 、 と す る と 、
　 Ｐ ≧ Ｄ ≧ Ｖ 　 の 関 係 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 帯 電 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 放 電 補 助 部 材 は 板 状 で 、 前 記 電 極 と 平 行 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ に 記 載 の 帯 電 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 放 電 補 助 部 材 は 接 地 さ れ て お り 、 前 記 電 極 に は バ イ ア ス が 印 加 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 帯 電 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 突 起 の 先 端 と 前 記 絶 縁 部 材 と の 距 離 を 単 位 ｍ ｍ で 表 し た 値 を ｃ と す る と 、
　 ｃ ≧ 0.8　 の 関 係 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 画
像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】



　 前 記 帯 電 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 画 像 形
成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 転 写 材 に ト ナ ー 画 像 を 転 写 す る 転 写 手 段 と 、 転 写 材 に ト ナ ー 画 像 を 定 着 す る 定 着 手 段 を
有 し 、 転 写 材 が 前 記 転 写 手 段 を 経 て 前 記 定 着 手 段 へ 進 入 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 帯 電 装 置 が 、 前 記 転 写 手 段 と 前 記 定 着 手 段 の 間 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ６ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 、 本 発 明 の 代 表 的 な 構 成 は 、 複 数 の 突 起 を 有 す る 電 極 と 、 前
記 電 極 と 電 位 差 を 有 し て 前 記 電 極 の 放 電 を 補 助 す る 放 電 補 助 部 材 と 、 を 有 す る 帯 電 装 置 に
お い て 、 前 記 突 起 の 間 に 絶 縁 部 材 を 有 し 、 前 記 絶 縁 部 材 よ り も 前 記 突 起 の 先 端 が 引 っ 込 ん
で い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 針 状 電 極 と 対 向 金 属 板 と を 用 い た 針 状 帯 電 器 の 特 性 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 針
状 帯 電 器 の 特 性 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 般 に 針 状 帯 電 器 120は 、 複 数
の 除 電 針 121ａ を 有 す る 針 状 電 極 121と 、 針 状 電 極 121と 放 電 補 助 金 属 板 122と 、
針 状 電 極 121及 び 放 電 補 助 金 属 板 122に 挟 ま れ て 絶 縁 を 行 う 絶 縁 ス ペ ー サ 123と 、 に よ り 構
成 さ れ る 。 尚 、 針 状 電 極 121は 高 圧 電 源 124に 接 続 さ れ 、 放 電 補 助 金 属 板 122は 接 地 さ れ て
い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に お い て は 、

た め 、 針 状 電 極 先 端 の 除 電 針 を ガ ー
ド し つ つ 安 定 し た 放 電 を 達 成 す る こ と が で き る 。
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突 起 で あ る

前 記 突 起 の 間 に 絶 縁 部 材 を 有 し 、 前 記 絶 縁 部 材 よ り
も 前 記 突 起 の 先 端 が 引 っ 込 ん で い る こ と を 特 徴 と す る
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